
はじめに 

 

歯学部の授業内容は歯科大学学長・歯学部長会議で定めた「歯科医学教授要綱」にそっ

て行われており、さらに授業方法は担当教員一人ひとりの創意、工夫に委ねられている。

したがって、それぞれの科目の授業の特色を知って出席することが、授業を実り多いもの

にするのに欠かせない。 

「シラバス」syllabus（授業計画書）とは、学生諸君が初めて出会う授業に戸惑わないよ

う、その内容や方法をあらかじめ伝え、一方通行ではない、大学らしい授業を行うために

各担当者により執筆されたガイドブックである。 

ここに盛られているのは、授業の概要及び位置づけ、授業の到達目標、授業の方法、教

科書と参考書、成績評価の方法、注意事項、それに順を追った授業計画である。「シラバス」

に目を通すことによって、担当教員がこの授業によって何を伝えようとしているのか、ど

ういう進め方をするのか、学生に何を準備して授業に参加してほしいと期待しているかが

わかるはずである。授業を受ける前に熟読すれば、効果的な予習の役に立ち、また復習や

試験勉強の格好のガイドにもなる。教員の要求する準備をして授業に臨めば、共通のベー

スに立脚した質疑応答が活発に行われ、双方向的な授業の展開が可能になるだろう。 

さらに、全学的な授業評価アンケートも実施しているので、学生側からの意思表示もよ

り明確にできると考える。 

なお、臨床実習を開始するに十分な知識の有無を問う共用試験（CBT・OSCE）は、教育ガ

イドラインである歯学教育モデル・コア・カリキュラムに対応し実施されている。 

臨床実習に関しては、別に用意した詳細な「臨床開始前実習の手引」及び「臨床実習の

手引」が「シラバス」に相当するので、本冊子には含まれていない。 

授業を受けるにあたって、該当科目の「シラバス」を十分に活用し、下記の歯学部の理

念を念頭に、教育目標を達成してほしい。 

 

歯学部の理念 

基本的教養と幅広い歯科口腔医学専門知識を修得し、今後の歯科口腔医学、歯科口腔医療

を切り拓くとともに社会に信頼される歯科医師および研究者を養成する。 

 

歯学部の教育目標 

（1） 責任感、社会性を持ち、歯科医師としての倫理観と豊かな人間性を身につけている。 

（2） コミュニケーション能力と協調性を身につけている。 

（3） 生命科学へのリサーチマインドを身につけている。 

（4） 離島等の地域歯科医療について、保健・医療・福祉の側面から総合的に考えること

ができる。 

（5） 先進的な歯科口腔医療に対応できる幅広い知識と基本的技能を身につけている。 

 

 

アクセシビリティ 

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり

得る社会的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配

慮等のサポートについては、各授業の担当教員または「アシスト広場」（障がい学生支援室）

にご相談ください。 

アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先 

（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948 （E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp 




